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 八国山に入る（上野、下野、常陸、安房、相模、駿河、信濃、甲斐の国を眺めることが

出来る山との事） 

 

        尾根路を歩き将軍塚に到着 
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          新田義貞の鎌倉攻め 

          北条と足利の戦い 
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 満開のバラに囲まれた幼稚園を発見(ローズガーデンパーティが開催されていた) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   徳蔵寺に到着 
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  村山大島機織機 

                       下宅部遺跡の出土品 

 

 

 

 

 

 

 

 

故郷歴史館を出発 

                            

                         清正公の碑 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者名簿 

 

 

 

   東村山駅前に西口到着 

 

 

 

 

 

 

 

 

この後東大和市駅に向かい「ＣＡＳＡ」経由 

「庄屋」で二次会を開催で盛り上がりました。 
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第 15 回 ３４歩く会；歩行記             2015 年 5 月 9 日（土） 

八国山の将軍塚  
 今年の 5 月は 30℃前後の暑い晴天の日が続いていたが、昨晩から雨が降り、

今朝も弱い雨が降っている。9時過ぎに小雨の中を集合場所の東大和市駅に向か

う。9 時半過ぎに駅近くで、伊澤さんと矢沢さん両氏と合流。「今日は小雨だか

ら参加者は少ないかな」と話しながら駅に向かう。 

9：40 東大和市駅に行くと、横浜から大貫さんがもう来ている。間もなく次々と

懐かしい仲間が集結し、再会を喜び話が弾む。 その一方で、我々同級生の訃

報も伝えられる。今日、こうして元気に再会し、ウオーキングに参加して歩け

る幸せを改めて噛み締める。 

 今日のウオーキングには参加できないが、と郡さんも来てくれた。14 名ほど

の仲間が集まり、今日のコースの説明と、次回の予定を話す。10:00 

今日のコースの前半は用水路に沿った路だ。先ず、かっては野火止用水が流

れていたところに玉川上水から東村山浄水場への用水路が埋まっている遊歩道

を東村山浄水場まで歩き、その先は多摩湖からの用水路の上に造られた遊歩道

を多摩湖まで歩き、更に多摩湖から八国山へと歩く。 

皆さんの心がけが良いからでしょうか、集合時間になると雨がやみ、暑くも

無くウオーキングには絶好の陽気になった。 

集合写真を撮った後、東大和市駅から西武線のガードを潜り、野火止用水に

沿って東に進む。 

遊歩道の脇の畑にはトマトやキュウリなどの夏野菜がすくすくと伸びており、

ジャガイモの白い花も咲いている。遊歩道を進んでゆくと、清流が流れており、

蛍の養殖も行われている。間もなく、蛍の飛び交う姿が見られることだろう。 

 やがて野火止用水の遊歩道から別れ、東村山浄水場への送水路の上に造られ

た真っ直ぐな遊歩道に入る。ここにも植え木が植えられ、草花も咲いており気

持ちの良い遊歩道だ。近くにこんな遊歩道があるなんて、普段、車で車道を行

き来していると気付かない！ 遊歩道のあちこちには芸術的なモニュメントが

設置されており、各 「々あぼへぼ」「狭山丘陵の古狸」などの名前が付いており、

説明文も付いている。このようなモニュメントは東大和には27個ほどあるので、

後日これらのモニュメントを訪ね歩くのも良いだろう。 

 頭上を見ると、遊歩道に沿って高圧線が走っている。 「これはどこからの

送電だろう？」と仲間たちと議論しながら歩いていると、やがて答が見つかっ

た。 高圧線の鉄塔に「只見線」とある。 福島県の奥只見からの送電線のよ

うだ。 我々の頭上を東西南北に走っている高圧線のルーツや送電ルートなど

を調べてみるのも興味深い。 
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「東京街道」を横断してしばらく行くと、紅白のバラが沢山咲いている家が

ある。素晴らしいバラなので、この満開のバラの前で女性達の写真を撮る。さ

らに全員の写真も撮る。10:50 

更に進むと、車が沢山行き交う新青梅街道に出る。歩道の信号が青に変わる

のが長いので歩道橋に登る。新青梅街道の歩道橋に登るのは初めてかもしれな

い！ 車が猛スピードで走る 4 車線の車道が見渡せ、その脇には静かに空堀川

が流れており、「静動」の対比が素晴らしい眺めだ。 

 歩道橋から降りて空堀川の遊歩道に入ると、ボランティアの方々が丹精をこ

めて作っている花壇が連なり、マーガレットや黄花マーガレット、紫ランなど

が花盛りで、アジサイの蕾も大きくなっている。ピンク色のタチアオイも咲き

始めている。遊歩道から空堀川の川原に降り、西武線の下を潜って、階段を登

り「多摩湖自転車道」に出て、ここで休憩。11:00 

 再び多摩湖自転車道を多摩湖に向かい、右に東村山浄水場を見ながら、大き

な桜の並木の下を西武線に沿って進む。遊歩道には歩いている人、ランニング

をしている人、自転車の人などが次々と行き交う。時折、西武線がすぐ脇を通

過する。 

 しばらく進むと遊歩道の右側にＫさんの実家があり、伊澤さんが奥様としば

し立ち話をする。 

武蔵大和駅に近づいた頃、大きな犬を連れている人がいるので、犬を囲むよう

に寄り集まろうとした瞬間、尾崎さんがひっくり返って倒れた。 前方からラ

ンニングをしてきた高齢の人が、スピードを落とさずに走ってきて、尾崎さん

の肩にタックルしたのだ。尾崎さんは肩と足を痛めたが大事にはならずに一安

心。衝突したランナーは、謝りながらも「路に広がっていたからだ」と我々を

非難していたが、スピードを緩めるとか、路の端に避けるとか、声をかけると

かすべきではないかと思う。我々を含め、年をとってくると自分中心になって

くるので、我々も遊歩道の左側通行のマナーを守って行こう。 

 武蔵大和駅の手前で、近くに住む町田君が合流。 町田君は数年前に大病を

したが、全快し、最近はかなり歩けるようになったとのこと。今回も我々と一

緒に完歩しよう！ 武蔵大和駅に着くと、同級生の小島一男君が待っていて、

11 月にハミングホールで予定している「オーロラとダンスの夕べ」を紹介。11

月までは蔵敷の実家でもオーロラの映像は無料で見られるとのこと。ご興味の

ある方はどうぞ・・・11:30 

 武蔵大和駅からは都立狭山公園に入る。階段を登り、雨上がりの鬱蒼とした

森の中を歩くと、鳥の声も高らかに聞こえる｡やがて「太陽の広場」に出ると、

しっとりと濡れた緑のジュ―タンが広がっており、気持ちが良く素晴らしい。 

「たっちゃん池」の端に出ると、池の面にペットボトルが沢山浮いている。「な
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んだろう？」町田君が説明してくれた。あれは外来魚対策で、あの中に卵を産

ませて捕獲、駆除するのだと。 

そこから、新しくなった多摩湖の堤防を左に見上げながら進むと、すぐに狭山

公園事務所に到着。 

もう 12 時でお腹も空いてきて、早くお昼にしたいところだが、菖蒲園までもう

少し頑張ろう！ 

ここからは多摩湖からの放水路でもある北川(下流は柳瀬川)に沿って歩く。

川の中を覗くと、大きな鯉が沢山泳いでおり、錦鯉も沢山いる。民家と川の間

の幅 1m 程の狭い歩道を歩く。そこの住民の方達とお話をしたりして、なかなか

歩が進まない。そんな路地みたいなところを抜けると、「下宅部遺跡」に到着。

12:20 

この「下宅部遺跡」は、近くの団地の造成中に発見された遺跡で、縄文時代か

ら平安時代まで人々の暮らしが営まれていた遺跡で、公園になっている。 

「下宅部遺跡」の中を抜けて、少し先の小学校を回り込み橋を渡ると、突然目

の前が広がり、「北山公園」に出る。菖蒲園が広がっており、まだ 5月半ばだが

菖蒲の花はぽつぽつ咲いている。菖蒲畑の中を歩き休憩所に入る。広い屋根の

下、座るところも沢山あり、トイレもすぐ隣だ。12:35 

菖蒲畑を見ながら待ちに待ったお弁当を開く。もう 12 時半なのでお腹はペコペ

コだ。目の前の菖蒲田にはカモが 2 羽動き回っている。懐かしいカエルの合

唱も聞こえる。トノサマガエルに似た「東京ダルマガエル」らしい。少し離

れた所からは太く大きな牛ガエルの鳴声も聞こえる。 

漬物などのお裾分けも回ってきて、お弁当を美味しくいただく。 

今日参加してなかった常連のＮさんから、諸江さんの携帯に連絡が入り、どう

やら日にちを間違えてしまったらしい。次回は是非ご一緒したいものだ。 

 美味しいお弁当をいただき、水分補給をして満腹になったところで再出発！

13:10 早咲きの菖蒲がポツポツ咲いている所で集合写真を撮り、広い北山公園

の菖蒲園の中を散策。小学校と西武線の間を進み、「たいけんの里」のところか

ら踏切を渡り、いよいよ八国山に入る。13:25 「今年になってウグイスの声を

聞かないね」などと話していると、突然、森の中から綺麗なウグイスの鳴き声

が高らかに聞こえてきた。おまけに「谷わたり」の鳴声までも長く聞かせてく

れる。 

八国山の鬱蒼とした緑に囲まれた森は、まるで深い山の中に入ってきたよう

で、今にも「トトロの猫バス」が出てきそうだ。ウグイスをはじめいろいろな

小鳥の鳴き声が高らかに聞こえる。雨上がりのしっとりとした山道を登ると、

尾根路に出る。尾根路は広くて歩き易く、足に伝わる土の弾力が何とも心地良

い。 
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歩きながら「ここはどうして八国山と言うの？」という話が出たが、その答

えはすぐに出た。快適に歩いて「将軍塚」に到着。その案内板に「上野、下野、

常陸、安房、相模、駿河、信濃、甲斐の八カ国の山が見えるので八国山という。」

とのこと。13:50-13:55 

 この「将軍塚」はその昔、新田義貞が鎌倉攻めの際、旗を立てたところだ。 

 ここで木下さんから、多摩湖や狭山湖の建設に伴い、そこに住んでいた人達

の移転の説明があった。勝楽寺移転、石川移転・・・宅部移転など。木下さん

の家もそうだったと・・（この詳細は郷土史研究家の安島さんに聞くと良い） 

 「将軍塚」は八国山の東端にあり、ここからはクマザサの中を下る。左手に

は所沢のビル群が間近に見渡せる。下り終えたところには「久米川古戦場跡」

の碑がある。ここは新田義貞の鎌倉攻めや北条と足利の戦いなどがあったとこ

ろだ。14:00 

 そこから少し進むと、周囲を満開のバラの花で囲まれた幼稚園があり、父母

もたくさん集まり、音楽が流れ、園庭でにぎやかにパーティをやっている。「ロ

ーズガーデンパーティ」だ。 この幼稚園の隣には大きな寺「徳蔵寺」がある

ので、境内に入ってみる。寺の入口には「板碑保存館」の大きな建物があり、

境内には仏像が何体も安置されている。14:15 

 「徳蔵寺」からは家の間の曲がりくねった狭い路を進み、西武線の踏切を渡

って「東村山ふるさと歴史館」に入る。14:25「歴史館」は大きく立派な建物で、

中に入ると正面に懐かしい五月人形が飾られている。 その脇には村山大島な

どの機織機が置いてあり、室内の教室では何人かの人が機織の体験をしている。

郷土館の奥の方には、先ほど立ち寄った「下宅部遺跡」の出土品などが展示さ

れており、大きな木舟や各種の工具や器なども展示されている。奥の展示室に

は東村山の各地の古代の状況や、出土品などが展示されており、今更ながら良

いお勉強ができた。 その隣の常設展示室には、中世から近代の様子や生活用

品などが展示されており懐かしい。 里山の落葉を運ぶために使った直径・高

さともに 1ｍ程の大きな竹籠が置いてあり、落葉をぎゅうぎゅうに詰めた状態に

なっている。約 60ｋｇもあり、持ち上げてみると 3人でやっと持ち上がる。 当

時の人はこれを一人で背中に背負って山の中を運んだのだからすごい！ 今日

一日歩いて疲れたのでロビーの椅子に座ってお話をしながらお菓子を食べてい

ると、職員に飲食禁止だからと注意されてしまった。ごめんなさい。(15:00 出

発) 

 「歴史館」からは団地の中を通り抜け、前川の清流に沿って歩き、民家の間

を通り抜けて進む。 途中に「清正公」の祠があったが、どのような経緯，い

われがあるのだろうか興味深い。 

 やがてゴールの東村山駅西口に到着。 全員元気に完歩で、ここで解散。3:20
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（約 22,000 歩） 

 ここからは西武線で東大和市駅に行く。二次会の「庄屋」に入るには時間が

早く、また一日中歩いて喉が渇いたのでＢＩＧＢＯＸの「ＣＡＳＡ」に 8 名が

入ってお茶タイム。15:40-16:05 

その後「庄屋」で大いに盛り上がった。 

 次回は 10 月 24 日（土）に「東大和の農を訪ねて」だ。野菜の直売所や「さ

すじい農園」などを巡り歩き、新鮮な野菜がゲットできるかも・・・ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


